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研究成果の概要（和文）：研究プロジェクトは、 2010年代前半に日欧自動車メーカーが業界の話題を集めて推
進した「メガ・プラットフォーム戦略」を対象に、各メーカーの取り組みについて比較研究を行い、それぞれの
特質を解明した。この戦略は車両の多様化･複雑化･コスト増に対応し、長期商品計画に基づく車台開発、車種・
車両セグメントを越えた設計思想の共通化や部品共通化による開発効率化とコスト削減を図る取り組みであっ
た。この新動向が製品開発や生産、サプライチェーンの再編をグローバルベースでもたらし、自動車業界全体の
構造を変容させているのかどうかについて、実態を解明した。またこの戦略の背後の論理、部品業界の再編の実
態と動因を解明した。

研究成果の概要（英文）：The mega-platform strategies, which Japanese and European automakers 
promoted in the first half of the 2010s, became a sensational topic of the automotive industry. This
 research project comparatively studied the automakers' efforts of implementing their respective 
strategies and identified the respective characteristics of their strategies. These strategies 
addressed the diversification, complexity and cost increase of vehicles. Their efforts centered 
around (1) the development of a vehicle platform based on a long-term product plan and (2) the 
improvement of the development efficiency and cost reduction by way of the standardization of the 
design philosophy and module/component commonalization across vehicle segments/lines. The study 
provides the real picture as to whether this new trend has brought a restructuring of (1) the 
vehicle development/production practices and (2) the supply chains on a global basis, still 
transforming the structure of the automotive industry as a whole.
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１．研究開始当初の背景 
2015 年頃から、自動車業界においては、

他の異業種業界とのイノベーティブな「価値
共創」の連携を探る「次世代型ビジネスモデ
ル」への移行が戦略策定の基調となってきて
いるが、それに先行する形で 2010 年代前半
に製品開発戦略の軸足が置かれていたビジ
ネスモデルが、メガ・プラットフォーム戦略
である。それは、自動車メーカー・グルーブ
内のセグメントという枠を超えてモジュー
ルを共通化することで、部品の共通化率を大
幅に高めて、従来のプラットフォーム共通化
や従前型モジュール化では実現できなかっ
たレベルの経済合理性を実現しようとする
設計思想の具現化と製品開発再構築の戦略
で あ る 。 Volkswagen Group の MQB
（Modulare Quer Baukasten）、ルノー・日
産が共同開発した CMF（Common Module 
Family）、ボルボが開発した SPA（Scalable 
Product Architecture）トヨタ・グループの
TNGA（Toyota New Global Architecture）、
マツダの CA（Common Architecture）など
がそれである。メガ・プラットフォーム戦略
の衝撃波は自動車部品のサプライチェーン
にドラスティックな構造変化を招来するも
のと予想された。 

我々の研究プロジェクトは、世界自動車産
業におけるビジネスモデルのシフトの過渡
期において立ち上がったと言える。したがっ
て、研究ターゲットのエンドゾーンは、「も
のづくり」の開発・製造・調達・新素材など
の分野から、それに深く関わる自動運転や次
世代自動車の開発と市場性の未来予測まで、
広範囲に及んだ。 

２．研究の目的 
研究プロジェクトが始動した 2014 年 4 月

当時、我々は、日欧自動車メーカーが推進す
る「メガ・プラットフォーム戦略」を、次の
ように捉えた。同戦略は、車両の多様化･複
雑化･コスト増に対応して、長期商品計画に
基づく車台開発、車種・車両セグメントを越
えた設計思想の共通化や部品共通化による
開発効率化とコスト削減を図る取り組みで
ある。この動きが製品開発や生産、サプライ
チェーンの再編をグローバルベースでもた
らし、自動車業界全体の構造を変容させるこ
とは必至である、というものであった。この
ものづくりシステムの変化とその背後の論
理、部品業界における再編の実態と動因を解
明することが研究の目的であった。具体的に
は、研究の問題意識は、第 1 に、メガ・プラ
ットフォーム戦略の合理性や経済性の「論
理」がどこにあり、各社のアプローチの違い
がどのような「要因」により規定されるのか、
第 2 に、この新戦略を通じて、完成車メーカ
ーとサプライヤーとの関係がどのように変
化し、部品業界がグローバルレベルでどのよ
うな再編（集約化・淘汰）を辿るのか、とい
う点にあった。 
研究プロジェクトは、３つの主要課題と、

それらに系統的に属する６つの分野別課題
を設定して、3 年間の調査研究に取り組んだ。 
課題１「自動車部品産業の構造変化要因の実
態解明」：①自動車･部品メーカーの海外シフ
ト、②自動車･部品メーカーのグローバル調
達増加。 
課題２「新モジュール戦略･新プラットフォ
ーム戦略の実態解明」：③新モジュール/新プ
ラットフォーム戦略（含：部品のグローバル
標準規格化）、④次世代自動車。 
課題３「新モジュール戦略･新プラットフォ
ーム戦略の部品産業への影響実態の解明」： 
⑤自動車部品の新素材増加、⑥電気・電子部
品の増大。 

３．研究の方法 
研究計画では、完成車メーカー各社の「メ

ガ･プラットフォーム戦略」を座標軸にして、
日欧自動車メーカーの同戦略とサプライチ
ェーンの相違、日系完成車メーカーの系列的
協業体制の変化と要因、日系サプライヤーの
グローバルな再編の動因を解明することと
した。さらに、世界的に強化されはじめた環
境規制や消費者ニーズの変化に対応して、温
度差があるとはいえ自動車メーカー各社が
取り組みを加速し始めた次世代自動車、自動
運転、電気・電子部品、新素材・高機能素材
部品の採用などの動向と、サプライチェーン
への影響についても、調査研究の広いエンド
ゾーンの中にターゲットを定めた。 
研究方法として、組織的研究の始動時に、

「予定研究成果」を想定して、詳細計画と研
究工程表を作成し、上述の「２問題意識・３
課題・６分野別課題（チーム）」の検証を予
定して、グループ･リーダー制、チーム･リー
ダー制を採用した。さらに、研究推進会議を
定期的に開催して、調査研究事項につて研究
プロジェクト内で事前に相互確認して合意
することを重視した。調査活動については、
年度初めに、「国内調査ミッション計画」と
「海外調査ミッション計画」を事前に協議し、
各グループから研究の必要性に応じてミッ
ションに参加することを合議決定すること
とした。また研究途上でも、敢えて成果をフ
ォーラムやセミナーやワークショップなど
を設け、あるいは応諾して、情報交換の機会
とすることとした。 

４．研究成果 
 以上において、本研究が、なぜ「メガ・モ
ジュール化戦略の進展」というタイトルを設
けたのか、その所以を論及したが、それは、
本研究プロジェクトの研究分担構成におい
ても反映されている。セグメント・地域・ブ
ランドを越えてモジュール部品の共通化を
図るという壮大な戦略を表す用語は、国内外
の業界･学界を問わず多様である。メガ・プ
ラットホーム戦略、新モジュール戦略、メ
ガ・モジュール戦略、メガモジュールアーキ
テクチャー戦略、モジュールプラットフォー
ム戦略などが用いられている。欧州の学術研



究では、モジュールプラットフォーム戦略と
いう用語の使用が見られる。管見では、これ
も妥当な用語と考えるが、本研究では、敢え
て実相を適格に捉える用語として「メガ・モ
ジュール化」という概念を措定した。 

本研究プロジェクトは、大別して、第 1に、
「メガ・モジュール化戦略とサプライチェー
ンの変容」、第 2 に「メガ・モジュール化戦
略と競争環境の変容」という 2つの分野に分
かれ、その成果を文末の引用文献（研究書）
として公表した。大筋を見ておくと、以下の
通りである。 
まず第 1編「自動車産業における『新モジ

ュール化』の進展とサプライチェーンの変
容」については、1990 年代から 2000 年代に
かけての「第 1 の波」と 2010 年代の「第２
の波」との二つのフェーズにおいて捉え、後
者については日独のアプローチごとに分析
を行った（目代）。続いて、自動車メーカー
各社における「新モジュール化」の導入が自
動車部品のサプライチェーンにどのような
影響を及ぼし、その変容を招来しているのか
について、アジア広域やメキシコ地域を調査
研究の射程に入れながら、とくにアセアン地
域・中国・西日本地域の自動車部品サプライ
ヤーの動向に焦点を絞って分析の光を照射
した（折橋、李、塩次、平山）。第 2 編「新
モジュール化戦略と競争環境の変容」につい
ては、自動車業界が熾烈な開発競争を展開し
ている領域、すなわち、世界的潮流となって
各国の環境規制強化の下で取り組まれてい
る、環境対応車の開発・製造、新素材・高機
能素材の採用、自動運転技術について、業
界・学界での白熱議論に一石を投じる最新の
知見が論述された（岩城、太田、内田、竹原）。 
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